
施　設　名

　指定管理者

　指定期間

　所　在　地

　施設の概要

人 人

人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円

様式３

高松市公の施設指定管理者導入施設に対する評価 評価対象期間 ： 平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

高松国分寺ホール

日本管財・JTBｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ共同事業体 　施設所管課等 文化芸術振興課

項目名 令和元年度 　　平成３０年度 項目名 令和元年度 　　平成３０年度

平成３０年４月１日～令和５年３月３１日（５年間） 　公募・非公募の別 公募

ホール稼働率（日別） 82.2

自主事業参加者数 12,659 12,140

高松市国分寺町新名４３０番地

　業務の概要

・ホールの使用許可及びその変更の許可、使用許可の
取消し並びに使用の停止に関する業務
・入館の拒否及び退館の命令に関する業務
・ホール及び設備の維持管理に関する業務
・ホール利用の促進に関する業務
・ホールを利用した文化芸術の振興に関する業務
・その他ホールの設置目的を達成するための事業実施
に関する業務

【施設】
　鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造）　地上２階建
　
【使用時間】
　９～２２時　休館日：月曜日、年末年始

75.2
自主事業開催数 44 50

　高松国分寺ホール指定管理者として、施設の維持管理・運営業務については、運営マニュアルに基づき、適切に実施できている。また、個人情報保護、コンプライアン
ス、環境配慮に関する試験を行うなど、職員への周知徹底のための工夫がなされている。
　ホールのPRに関しては、分かりやすい情報提供に努めるとともに、引き続きインターネットを活用しない層を念頭に置いたチラシ配布等、幅広い世代に向けた利用促
進対策が行われており評価できる。また、館内に、県内の他の文化施設のチラシ・ポスターを集めてPRするコーナーを設けており、来館を契機として、様々な文化事業
に興味を持ってもらうための工夫がなされている。
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、３月の利用は落ち込んだものの、利用率は年々向上しており、自主事業では、個人や文化団体の活動に寄り添った小
規模な事業を含め多様な事業展開を行うなど、利用者の満足度は高い。地域との連携については、開館当初より地元の文化団体、コミュニティセンター等と協力した事
業展開を行っている。
　これまで同様、地域と密接に連携するとともに、本市西部地域における市民の文化活動の創造・発表、交流の拠点として、ホールのさらなる価値の向上に努めてもら
いたい。

５　管理に係る経費の
　　縮減

　収支状況等

収入総額 47,059 46,116 支出総額 46,288 50,785
指定管理料収入 38,540 38,357 精算額（市へ戻入分） 0 0

施設利用料収入 8,519 7,759

総合評価

④合理的な会計制度

①法令上必要な知識等、安全対策、危機管理

　利用状況等

利用者数 36,267 32,435

S

①利用促進対策

S

②広報・ＰＲ対策

③企画事業・自主事業

④市・関係団体・地域等との連携

⑤サービス向上の取組

⑥相談・苦情への対応

４　管理を安定して行う
　　ための人員及び
　　財政基盤の確保

①職員確保計画等

A

②教育・研修

③就業規則等の遵守

④施設運営の健全性の確保

⑤損害保険等

⑥収支計画と執行管理

３　施設の効用の最大
　　限の発揮

総合評価コメント

①収入の確保 ・適正な人件費

②平等な利用の確保

②個人情報の保護、情報公開、環境への配慮

　利用者の視点に立った設備利用料金を設定するなど、利用料金収入確保に向け
たサービス向上の取組みを行った。
　運営企業本社が経理業務全般をサポートすることにより、ホールにおける作業時
間を最適化した。

　職員の勤務シフトを適切に設定し効率的な人員配置を実現した。施設の繁忙日・
時間等を考慮し、翌月の勤務シフトを早期に作成し、適切な休日の確保に努めた。
また、特定のスタッフに業務が偏らないよう、適宜業務分担を行った。
　個人情報保護・各種法令遵守にかかる教育、公文協情報交換会への参加、他施
設との事例共有等の意見交換会を行うなど、施設活性化に向けた人材育成に取り
組んだ。また、社員の意識調査やストレスチェックを行い、結果をもとに改善を行っ
た。
　運営経費の執行については、本社経理部門との相互チェックにより、基本協定書・
事業計画書に基づく適切な予算管理を行った。
　適切な保険に加入し、利用者・来館者とのトラブルも発生しなかった。

　3月に新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響はあったものの、ﾘﾋﾞｰﾀｰや企業利用により、稼
働率、利用料収入とも前年度実績を上回る結果となった。（前年度より稼働率7％向
上、利用料収入 前年度比104.2％）
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、SNS（Twitteｒ、Facebook、Instagram）での情報発信だけでなく、市内各
所へﾁﾗｼ等の配布を行うことにより、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用しない方への情報発信にも力
を入れ認知度を高めた。自主事業では、地域密着型の公演・イベントを多く開催し、
年間50回、12,659名と過去最大の方に参加いただき、地域における文化芸術の振
興に努めた。特に「ホールDeお笑い」はお客様に大変好評であった為、イベント内容
をブラッシュアップし次回開催を検討したい。また国分寺町文化協会など、高松市国
分寺町周辺の文化団体と協議し、国分寺町文化祭の協同など高松国分寺ホールと
地域との連携を推進した。出演者・講師についても引き続き地元関係者へ積極的に
依頼、発表・活動の機会を創出し、地域活性化に貢献した。
　利用者ｱﾝｹｰﾄを実施し、結果を踏まえてｻｰﾋﾞｽ向上及び利用促進の取組み方策
を検討した。相談・苦情には責任者を中心に真摯かつ誠実に対応した。

B
②運営経費の節減対策・コミュニティビジネスの
視点

③経営の効率化

評価基準 所管課等評価
評　　価　　項　　目

２　住民の平等な利用
　　確保

①管理運営、施設事業との関連性

S

１　基本事項 S

指定管理者自己評価コメント

　事業計画に基づいた運営を実施し、利用者の公平性、平等性確保に重点を置き、
利用者の満足度も向上した。
　条例等を遵守し、運営マニュアルに基づき、施設利用に対して同じ判断基準のもと
平等に利用いただける環境を整備、運用した。

　施設の維持管理には修繕の緊急性、優先性を考慮し管理運営に努め、利用者の
安全確保や危機管理体制等を周知し、消防訓練等も実施し安全管理に臨んだ。
　個人情報保護・法令遵守に関する教育、環境配慮を含むコンプライアンス遵守に
関する試験を実施し、職員への周知を徹底した。また毎月自治監査を行い、本社担
当者と相互チェックを行った。また年1回、本社CSR部門によるチェックも行った。


